
労
働
時
間
管
理
の

シ
ス
テ
ム
確
立
を

「
指
針
」
で
は
、
企
業
の

責
任
で
適
正
に
労
働
時
間
管

理
を
行
な
う
た
め
の
シ
ス
テ

ム
を
確
立
し
、
定
着
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
し
て
、
出
退

勤
時
刻
や
入
退
室
時
刻
の
記

録
な
ど
を
具
体
的
に
示
し
て

い
ま
す
。

始
終
業
時
刻
の
確
認
と
記

録
は
、
使
用
者
自
ら
の
現
認

や
タ
イ
ム
カ
ー
ド
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
な
ど
の
客
観
的
な
記
録
を

原
則
に
し
、
労
働
者
に
よ
る

自
己
申
告
制
は
「
や
む
を
得

な
い
場
合
に
限
ら
れ
る
」
と

例
外
措
置
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
強
調
し
て
い
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の

整
備
を
提
起

さ
ら
に
「
指
針
」
は
、
指

揮
命
令
系
統
に
な
い
管
理
者

の
配
置
で
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク

を
行
な
う
こ
と
や
、
企
業
ト
ッ

プ
が
直
接
サ
ー
ビ
ス
残
業
の

情
報
を
把
握
で
き
る
投
票
箱

を
設
置
す
る
な
ど
、
労
働
時

間
管
理
の
経
営
責
任
を
要
望

し
て
い
ま
す
。

一
方
、
労
働
組
合
に
た
い

し
て
も
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
発

揮
を
求
め
、
相
談
窓
口
な
ど

必
要
な
対
応
を
求
め
て
い
ま

す
。職

場
で
の
監
視
と
実
施
を

強
く
求
め
て
行
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
！
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サ
ー
ビ
ス
残
業
根
絶
「指
針
」
で
る

（発 行）
＊働きやすい職場をめざす
（連絡先） 日立武蔵の会
＊東村山市恩多町3-11-18 谷口利男
＊電話・FAX ; 042-394-0937
＊ﾒｰﾙ;hitachikon@jcom.home.ne.jp
＊要望・意見を気軽にお寄せ下さい。

▼
水
芭
蕉
の
便
り
が
届届

き
、
長
野
県
鬼
無
里里

（
き
な
さ
）
村
の
「
奥奥

裾
花
自
然
園
」
に
水
芭芭

蕉
を
見
に
行
き
ま
し
た
。。。。。

日日日日
本
一
が
う
た
い
文
句
、
そそ

のののの
数
81
万
株
▼
水
芭
蕉
の
イイ

メメメメ
ー
ジ
は
〝
清
楚
〞
、
奥
深深

いいいい
自
然
の
中
で
ひ
っ
そ
り
とと

咲咲咲咲
く
そ
の
姿
は
清
楚
そ
の
もも

のののの
▼
そ
れ
に
比
べ
て
保
守
系系

政政政政
治
家
の
汚
い
こ
と
。
最
近近

のののの
松
浪
議
員
、
木
村
議
員
、、

ちちちち
ょ
っ
と
前
、
世
間
を
大
騒騒

ぎぎぎぎ
さ
せ
た
ム
ネ
オ
議
員
…
等
々々

枚枚枚枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せせ

んんんん
▼
水
芭
蕉
の
花
び
ら
は
ああ

のののの
白
い
も
の
、
と
思
っ
て
いい

るるるる
方
が
多
い
で
し
ょ
う
。
しし

かかかか
し
、
白
い
花
び
ら
の
よ
うう

なななな
も
の
は
、
葉
が
変
形
し
たた

「「「「
仏
炎
苞
」
と
よ
ば
れ
る
もも

のののの
▼
花
の
認
識
違
い
は
許
ささ

れれれれ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、、

政政政政
治
家
は
し
っ
か
り
見
て
、、

誤誤誤誤
り
の
な
い
よ
う
に
し
た
いい

もももも
の
で
す
。

（
Ｈ
）

集積回路

５
月
23
日
厚
生
労
働
省
が
ま
と
め
た
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
解
消

対
策
指
針
」
は
、
01
年
４
月
の
同
省
通
達
を
発
展
さ
せ
、
い
っ

そ
う
踏
み
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

松松下電電器器「「福福祉祉年年金金」
２％減額で裁判に

松下電器は、退職金の一部を預かり運
用して「福祉年金」を支給する制度を１

９６６年に創設し、実施してきました。

昨年５月に受給者１万６５００人に一

律２％の利下げの同意を求める手紙を自

宅に郵送し、昨年９月に約８００人が同

意しないまま実施しました。

こうした一方的な減額は許せないとし
て「年金減額は契約違反」と７５名が大

阪地裁に提訴しました。

原告団長の東森氏はマレーシアの販売

会社の社長を務めた人といいます。



政
府
・
与
党
は
、
労
働
条

件
の
最
低
基
準
を
定
め
て
い

る
労
働
基
準
法
と
、
労
働
者

派
遣
事
業
の
枠
組
み
を
定
め

て
い
る
労
働
者
派
遣
法
の
改

正
を
行
な
お
う
と
提
案
さ
れ

て
い
る
内
容
は
、
解
雇
を
し

や
す
く
し
か
ね
な
い
ル
ー
ル

の
策
定
や
、
有
期
労
働
契
約

の
上
限
期
間
の
引
き
上
げ

（
１
年
↓
３
年
）
、
裁
量
労

働
制
の
対
象
職
種
の
拡
大
、

派
遣
労
働
の
対
象
業
務
拡
大
、

な
ど
、
労
働
者
を
よ
り
使
い

や
す
く
、
切
り
捨
て
や
す
く

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

～
安
心
し
て
働
く

こ
と
の
で
き
る
ワ
ー

ク
ル
ー
ル
を
つ
く

ろ
う
～

連
合
は
、
働
く
人
の
不
安

を
増
大
さ
せ
る
改
悪
を
許
さ

ず
、
安
心
感
を
バ
ッ
ク
に
働

き
が
い
を
も
っ
て
働
い
て
い

け
る
ル
ー
ル
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

日
立
労
組
も
加
盟
し
て
い

る
「
連
合
」
の
取
り
組
み
を

以
下
紹
介
し
ま
す
。

裁
量
労
働
制
の
問
題
点

企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制

の
安
易
な
対
象
事
業
場
拡
大

と
手
続
緩
和
に
は
問
題
が
あ

り
ま
す
。

専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制

に
も
本
人
同
意
を
導
入
す
べ

き
で
す
。解

雇
の
問
題
点

解
雇
促
進
と
な
る
法
制
化

は
断
じ
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

解
雇
事
由
の
立
証
責
任
が
使

用
者
に
あ
る
現
状
を
、
法
律

等
で
明
確
に
す
べ
き
で
す
。

（
＊
電
機
連
合
は
、
解
雇

４
要
件
も
明
記
さ
れ
ず
、

反
対
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
、

と
の
見
解
を
表
明
し
て
い

ま
す
）

有
期
労
働
契
約
の
問
題

１
年
か
ら
３
年
へ
の
上
限

延
長
に
は
反
対
し
ま
す
。
有

期
契
約
に
関
す
る
労
働
者
保

護
を
法
制
化
す
べ
き
で
す
。

（
＊
電
機
連
合
は
、
派
遣

労
働
や
有
期
雇
用
の
契
約

期
間
の
延
長
、
製
造
部
門

へ
の
派
遣
の
認
可
な
ど
、

前
進
と
評
価
し
て
い
ま
す
）
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安心して働ける職場の実現へ
６月５日の衆院本会議で、労働基準法改悪案が与党三党と民主、自由の賛成で可決さ

れ、参院へ送られました。共産党、社民党は反対しました。同案には、反対運動の前進

の中、野党四党が一致して修正を求めた「解雇権規定の修正」が盛り込まれましたが、

他の修正はなく労働者にいっそうの犠牲を強いる労働法制の改悪となっています。

先日発表された「国民生活白書」（2003年版）で若年層の５人に１人はフリーター

（パート、アルバイト、派遣）で、そのうちの７２．２％は正社員を希望しています。

もともとアルバイトを希望しているのは１４．９％であると明らかになりました。

この労働法制改悪法案が成立してしまえば、益々常用雇用は減らされ私たちの職場も

派遣労働者に置きかえられてしまう。いくつになっても年収200万円代で働かされる子ど

もたちは、結婚して自立した生活などおくれない。ますますパラサイトが増えるであろ

うう。。ななんんととししててもも廃廃案案ににすするる取取りり組組みみをを強強めめてていいききままししょょうう。。 （（ＭＭ子子））

労
働
法
制
改
悪
に
対
す
る

｢
連
合｣

の
方
針
を
紹
介
し
ま
す
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20

15

10

5
5

半導体主要９社の04/3期計画

会社名 売上高 営業利益 設備投資

東  芝 9,000(  8.6) 800 1,180(  78 .8)

ルネサス 9,000(  -  ) 黒字 900(   -   )

ＮＥＣ 7,210(  2.0) 450 740(   2.1)

松下 4,700(14.6) 黒字 600(   9.1)

富士通 4,400(10.5) 20 350(▼7.9)

ソニー 4,200(23.5) 黒字 700( 70.1)

三洋電 2,853(12.2) 155 296( 52.6)

シャープ 2,650(29.1) 130 130(▼50.2)

沖電気 1,350(13.2) 40 150( ▼1.6)

（注）単位億円。（）は前年度比伸び率％、

    ▼はマイナス。三洋電、沖電気は外販のみ

4月30日付「日刊工業新聞」より
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む
さ
し
Ｎ
ｅ
ｔ
の
前
号
（34

号
）
で
紹
介
し
ま
し
た
日
立

厚
生
年
金
基
金
の
資
産
運

用
は
、
異
常
な
実
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。

掛
金
収
入
を

上
回
る
運
用
損
失

項
目
別
に
整

理
し
ま
す

と
、
資
産
総
額
８
９
９
９
億

円
に
対
し
て
、

＊
掛
金
収
入
４
３
９
億
円

＊
給
付
金
額
５
１
４
億
円

＊
運
用
損
失
５
８
２
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
に
発
足
し
た
日

本
郵

政
公
社
の
生
田

正
治

総
裁
は
「
国
民
の
虎
の
子
を

預
か
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら

安
全
な
運
用
に
徹
し
た
い
」

と
繰
り
返
し
、
株
式
の
運
用

の
拡
大
に
は
慎
重
な
姿
勢
を

示

し
て
き
た
」
（
５
月

５
日

「
日
経
」よ
り
）

安
定
し
た
運
用
を

日

本
郵

政
公
社

が
運

用

し
て
い
る
、
郵
便
貯
金

（
２
３

７
兆
円
）や
簡
易
保
険
（
１
２

３
兆
円
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日

立
厚
生
年
金

基
金
の
運
用

と
は
大
き
く
違

っ
た
実
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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日
立
厚
生
年
金
基
金
の

資
産
運
用
は
適
切
か
？

日日日立立立立厚厚厚厚生生生生年年年年金金金金基基基基金金金金ののの運運運運用用用用状状状状況況況況

国国国国国内内内内内株株株株株式式式式式

外外外外外国国国国国株株株株株式式式式式

国国国国国内内内内内債債債債債券券券券券

外外外外外国国国国国債債債債債券券券券券

短短短短短期期期期期資資資資資金金金金金 代代代代代代替替替替替替投投投投投投資資資資資資

半導導体体業業界
日本勢復活の兆し
市場の先行きにまだ不透明感がある半

導体業界が本格的な回復軌道に乗り始め

たとの報道があります。各社の半導体事

業計画を下表に紹介します。

郵郵郵郵郵便便便便貯貯貯貯貯金金金金のののの運運運運用用用用（（（（222333777兆兆兆兆円円円円））））

国国国国国内内内内内債債債債債券券券券券999333..444％％％％％

◎
タ
マ
ち
ゃ
ん
な
ぜ
も
て
る

Ｃ
Ｄ
ま
で
出
し
て

何
で
だ
ろ
う

な
ん
で
だ
ろ
う

（
売
れ
な
い
歌
手
）

◎
こ
わ
い
も
の

地
震
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
か
み
な
り
、
火
事

親
父
が
は
ず
れ

休
憩
室

国国国国国内内内内内株株株株株式式式式式

外外外外外国国国国国債債債債債券券券券券 外外外外国国国国株株株株式式式式

短短短短短期期期期期資資資資資金金金金金



一
時
金
で
保
険
料

合
計
が
十
倍
に

６
月
10
日
に
支
給
さ
れ
た

一
時
金
の
明
細
書
を
じ
っ
く

り
見
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
？

社
会
保
険
料
の
総
報
酬
制
の

導
入
に
伴
い
、
健
康
保
険
料

（
４
・
５
↓
２
７
．
５
）
、

介
護
保
険
料
（
０
↓
４
・
０

５
）
、
厚
生
年
金
保
険
料

（
５
・
０
↓
６
７
・
９
）
の

徴
収
額
が
、
合
計
で
１
０
・

５
倍
（
９
・
５
↓
９
９
・
４

５
）
と
な
り
生
活
が
大
変
に

な
り
ま
す
。

（
Ｋ
）

一
時
金
の
減
額
部
分

は
ど
こ
へ
行
く

職
場
で
は
、
６
月
の
一
時

金
支
給
に
あ
た
っ
て
「
部
門

別
業
績
評
価
」
で
支
給
さ
れ
、

評
価
の
ラ
ン
ク
は
最
低
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
日
立
の
時

代
は
、
部
門
別
業
績
評
価
で

増
減
が
あ
り
、
全
社
で
は
労

働
組
合
と
の
協
定
で
平
均
と

な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
新

会
社
ル
ネ
サ
ス
は
、
６
月
の

査
定
期
間
が
、
昨
年
10
月
か

ら
３
月
迄
と
は
い
え
、
一
時

金
を
支
給
す
る
会
社
は
日
立

で
は
な
く
ル
ネ
サ
ス
で
あ
り
、

い
く
ら
半
導
体
事
業
の
評
価

が
悪
く
て
も
本
部
協
定
の
年

間
４
・
３
カ
月
を
支
給
す
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
ル
ネ
サ
ス
が

マ
イ
ナ
ス
評
価
さ
れ
た
減
額

の
一
時
金
の
原
資
を
、
日
立

が
吸
い
上
げ
る
と
の
仕
組
み

は
な
い
は
ず
で
す
。

（
Ｔ
）

時
短
労
働
者
の
勤
休
管
理

改
善
を
し
て
ほ
し
い

（
日
立
超
Ｌ
）
で
は
Ｗ
ｅ

ｂ
で
勤
休
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
育
児
制
度
な
ど
の

時
短
労
働
対
応
が
で
き
て
い

ま
せ
ん
。
フ
レ
ッ
ク
ス
の
よ

う
に
開
始
・
終
了
時
間
が
選

択
で
き
な
い
た
め
に
毎
回
手

入
力
を
し
て
い
る
の
で
す
。

対
応
を
求
め
て
も
、
該
当
者

が
少
な
い
と
い
う
理
由
で
後

回
し
に
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
各
制
度
の
充
実
と
活
用

を
図
る
た
め
に
も
、
勤
休
管

理
の
時
短
労
働
者
対
応
を
早

急
に
進
め
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

（
Ｓ
）

新
年
金
制
度
の

導
入
は
全
員
投
票
で

職
場
で
は
、
次
々
と
大
幅

な
制
度
改
訂
が
十
分
な
職
場

討
議
や
理
解
が
深
め
ら
れ
な

い
状
態
の
ま
ま
行
な
わ
れ
て

き
て
い
ま
す
。
組
合
の
あ
り

方
と
し
て
将
来
に
渡
る
制
度

改
訂
な
ど
は
「
全
員
投
票
」

で
決
定
す
る
な
ど
の
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
如

何
で
し
ょ
う
か
？

（
Ｙ
）

職
場
だ
よ
り
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絵
手
紙
で
ご
挨
拶

編
集
後
記

こ
の
５
月
は
五
月
晴
れれ

ととととと
は
言
え
ず
肌
寒
い
日
々々

ががががが
続
き
、
職
場
で
も
あ
まま

りりりりり
良
い
話
し
が
あ
り
ま
せせ

んんんんん
。
ル
ネ
サ
ス
を
安
心
しし

ててててて
働
け
る
職
場
に
し
て
行行

ききききき
ま
し
ょ
う
。
（
Ｔ
）

非喫煙者にも
リフレッシュルームを

日立超Ｌもオフィス内が禁煙となっ
ており、喫煙者はビル内にある別階の

喫煙所で喫煙をしています。喫煙所は
交流の場としても一役買っていると思
われますが、非喫煙者には休憩する場

所を特に定めていません。各フロアに
ある給湯室はビルの管理上、飲食が禁
じられています。また、お茶を入れる

場所はミーティングルームの隣に設置
されているため、息抜きするにも気を
使います。非喫煙者にもコミュニティ

の場所が必要だと思うのですが。（Ｍ）


